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昭和41年2月25日
信通仏葬第三種郵便物認可（3）

、
姻
．
『

二
護
調
・
．
、

－
一
引
シ

新
年
度
・
事
業
計
画
、
予
算
案
な
ど

全
国
宗
務
総
長
会
議
開
催
さ
る

一
月
二
十
六
日
京
都
西
本
願
寺
で

　
全
仏
で
は
、
さ
る
二
十
六
日
午
前
十

一
時
よ
り
京
都
西
本
願
寺
に
お
い
て
常

務
理
事
会
、
引
つ
づ
き
全
国
宗
務
総
長

会
同
が
開
催
さ
れ
、
昭
和
四
十
一
年
度

の
事
業
計
画
、
予
算
案
が
審
議
さ
れ
た
。

　
常
務
理
事
会
は
、
豊
原
大
潤
、
小
野

塚
潤
澄
、
金
剛
秀
一
、
阿
部
二
番
、
上

野
港
栄
、
華
山
恵
光
、
来
馬
道
断
、
片

山
日
幹
、
蓑
輪
英
章
、
小
林
大
儒
（
代
）

松
本
徳
明
、
山
本
杉
の
十
二
名
が
出
席

し
、　
豊
原
理
事
長
が
議
長
が
議
長
と
な

り
、
署
名
委
員
に
片
山
日
幹
、
小
野
塚

潤
澄
両
氏
を
指
名
し
、
会
議
に
入
り
事

務
総
局
よ
り
事
務
総
局
お
よ
び
名
局

長
、
部
長
が
所
管
事
項
に
つ
い
て
詳
細

に
説
明
し
意
義
な
く
承
認
さ
れ
た
が
、

午
後
一
時
よ
り
宗
務
総
長
会
同
に
合
流

し
、
有
意
義
に
午
後
五
時
終
了
し
た
。

　
議
案
お
よ
び
決
議
事
項
次
の
と
お
り

　
　
議
事

　
1
　
署
名
委
員
選
出
に
つ
い
て

　
議
長
（
理
事
長
）
一
任
で
、
片
山
日

幹
、
小
野
塚
潤
澄
の
児
師
を
指
名
、
議

長
職
務
代
行
に
蓑
輪
英
章
師
を
指
名
、

了
承
さ
れ
る
。

　
2
　
議
案
及
び
決
議
事
項

　
議
案
第
一
号
「
加
盟
団
体
の
負
担
金

に
関
す
る
規
程
」
、
一
部
変
更
に
つ
き

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
阿
部
総
務
部
長
説
明
。
規
程
中
「
別

表
第
一
号
」
、
「
別
表
第
二
号
」
及
び
「
別

表
第
三
号
」
一
部
変
更
を
承
認
す
る
。

　
議
案
第
二
号
　
昭
和
四
十
一
年
度
財

団
法
人
全
日
本
仏
教
会
事
業
計
画
案

　
議
案
第
三
号
　
昭
和
四
十
一
年
度
財

団
法
人
全
日
本
仏
教
会
歳
入
歳
出
予
算

案　
一
括
審
議
。
各
局
長
及
び
部
長
説
明

　
原
案
通
り
承
認
さ
れ
る
。

　
議
案
第
四
号
加
盟
申
請
に
つ
き
、

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
ω
　
福
島
県
仏
教
会

　
加
盟
承
認
さ
れ
る
（
一
月
二
十
六
日

差
）　
②
　
昭
和
同
願
会

　
審
議
の
結
果
、
保
留

　
議
案
第
五
号
　
專
門
委
員
会
委
員
選

出
に
つ
い
て
（
P
　
ペ
ー
ジ
掲
載
）

　
原
案
通
り
承
認
さ
れ
る
。

新
年
の
懇
親
を
か
ね

関
東
甲
信
越
が
如
会
議
開
催

　
　
　
　
　
一
月
三
十
日
箱
根
湯
本
で

　
さ
る
一
月
三
十
日
午
後
三
時
置
ら
、

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
、
各
論

お
よ
び
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
の
各
会

長
の
発
起
に
よ
り
地
元
神
奈
川
県
仏
が

世
話
団
体
と
な
っ
て
、
箱
根
湯
本
の
ホ

テ
ル
仙
景
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。　
協
議
会
は
倉
持
秀
峰
氏
（
埼
玉
会
長
）

を
座
長
に
え
ら
び
、
鈴
木
敏
範
氏
（
神

奈
川
）
の
司
会
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

　
ま
つ
黒
田
事
務
総
長
よ
り
全
仏
の
昭

和
四
十
一
年
度
の
事
業
方
針
を
説
明
し

　
さ
ら
に
府
県
仏
教
会
の
組
織
強
化
と

全
署
に
対
す
る
協
力
方
を
要
請
す
る
あ

い
さ
つ
に
は
じ
ま
り
、
各
局
長
か
ら
も

所
管
事
業
の
補
足
説
明
に
引
つ
づ
き
各

府
県
仏
代
表
よ
り
寺
院
の
権
益
問
題
、

負
担
金
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
開

陳
さ
れ
有
意
義
に
六
時
に
終
了
し
た
。

　
引
き
つ
づ
き
新
年
の
懇
親
会
に
う
つ

り
ま
つ
高
橋
隆
天
氏
（
神
奈
川
会
長
）

が
、
わ
れ
わ
れ
府
県
仏
教
会
は
相
互
に

提
携
し
、
地
域
活
動
を
さ
か
ん
に
し
、
．

全
仏
を
も
り
立
て
大
い
に
前
進
し
よ
う

で
は
な
い
か
と
力
強
い
あ
い
さ
つ
に
は

じ
ま
り
、
参
加
者
全
員
が
自
己
紹
介
を

か
ね
て
意
見
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
新
年
の
懇
親
会
に
う
つ

り
、
各
都
県
仏
教
会
代
表
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
と
く
に
愛
知
県
仏
か
ら
出
席
の

村
瀬
事
務
局
長
か
ら
第
十
四
回
全
日
本

仏
教
徒
愛
知
大
会
に
つ
い
て
の
報
告
が

な
さ
れ
、
全
仏
の
強
化
策
や
地
域
仏
教

会
の
前
進
に
つ
い
て
の
建
設
的
意
見
が

出
さ
れ
、
な
ご
や
か
な
う
ち
に
も
意
義

あ
る
新
年
懇
親
会
が
終
了
し
た
。

　
な
お
当
日
は
、
全
等
当
局
長
よ
り
黒

田
事
務
総
長
、
伊
藤
組
織
、
平
林
国
際
、

日
野
文
化
各
局
長
、
阿
部
総
務
、
柳
組

織
診
部
長
が
出
席
し
た
。

　
参
会
者
は
神
奈
川
、
東
京
、
埼
玉
、

静
岡
、
群
馬
、
千
葉
、
栃
木
、
愛
知
等

の
会
長
、
事
務
局
長
や
神
奈
川
県
仏
の

副
会
長
、
常
務
理
事
等
三
十
数
名
で
盛

会
で
あ
っ
た
が
地
元
神
奈
川
県
仏
で
は

非
常
な
熱
意
と
世
話
に
あ
た
っ
た
。

　
昨
年
十
一
月
号
本
誌
に
掲
載
さ
れ
～

た
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
会
と
の
共
同
声
明

に
つ
い
て
の
記
事
は
、
表
現
上
に
多

少
の
誤
解
を
生
ず
る
向
き
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
単
に
儀
礼
的
に
な
さ

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
故
御
了
承
下
さ

い
。

　
黒
田
事
務
総
長
よ
り
、

　
前
々
よ
り
御
存
知
の
件
か
と
思
い
ま

す
が
橋
本
凝
胤
師
の
や
っ
て
お
ら
れ
る

印
度
に
宝
匡
軒
口
落
慶
法
要
を
実
施
せ

ら
れ
る
そ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に

関
し
前
篇
仏
会
長
御
出
席
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
本
日
偶
々
御

出
席
の
新
谷
寛
応
先
生
よ
り
御
説
明
を

頂
き
度
、
又
、
セ
イ
ロ
ン
国
政
府
よ
り

仏
舎
利
が
聖
観
音
亜
大
奉
納
さ
れ
る
と

云
う
件
に
つ
い
て
こ
れ
も
清
水
谷
孝
尚

師
よ
り
御
説
明
を
頂
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。
ま
つ
、

　
聖
観
音
宗
、
清
水
谷
孝
尚
師
よ
り

　
来
る
二
月
二
十
四
日
に
東
京
を
出
発

仏
骨
奉
迎
セ
イ
ロ
ン
国
の
政
府
役
員
及

比
丘
数
名
同
伴
に
て
三
月
十
一
日
帰
国

三
月
十
八
日
奉
安
式
を
挙
行
す
る
予
定

で
あ
り
ま
す
の
で
、
何
卒
各
位
の
御
協

力
を
頂
き
憎
い
と
の
べ
、
つ
い
で
浄
土

宗
、
新
谷
寛
応
師
が
立
っ
て

　
宝
匡
甲
乙
落
慶
法
要
が
現
地
に
て
二

月
二
十
七
日
施
行
さ
れ
る
の
で
来
る
二

十
四
日
岸
門
主
一
行
二
十
名
程
渡
印
さ

れ
る
、
猶
開
眼
供
養
に
橋
本
師
一
行
五

十
名
に
て
渡
印
さ
れ
る
。
宜
し
く
御
協

力
の
程
を
願
い
た
い
と
協
力
方
を
の
べ

た
。　
ま
た
豊
山
派
小
野
塚
潤
澄
師
よ
り

　
岸
門
主
が
四
仏
会
長
と
し
て
宝
匡
印

塔
落
慶
法
要
に
御
出
ま
し
に
な
る
と
云

う
こ
と
だ
が
、
之
れ
に
就
て
今
日
迄
の

経
過
を
お
聞
き
し
た
い
。
と
質
問
あ
り

黒
田
事
務
総
長
よ
り

　
前
々
よ
り
話
に
な
っ
て
居
る
日
本
寺

建
立
と
か
国
内
に
国
際
仏
教
会
館
の
建

立
と
か
に
つ
い
て
は
、
国
内
仏
教
者
と

し
て
も
中
々
意
見
の
ま
と
ま
り
を
見
る

と
云
う
段
階
に
は
立
ち
い
た
り
ま
せ

ん
。
　
こ
の
度
の
岸
全
仏
会
長
の
御
出
ま
し

は
、
橋
本
師
と
の
関
係
も
あ
り
御
出
ま

し
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が

会
長
名
で
御
出
ま
し
と
云
う
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
の
経
費
の
点
で
あ
る
と
か
、

又
そ
の
他
附
随
す
る
こ
と
に
一
切
全
仏

と
し
て
は
関
係
が
な
い
と
思
う
、
然
し

出
発
に
対
し
て
の
歓
送
会
、
又
は
歓
迎

会
位
は
全
仏
と
し
て
は
し
な
く
て
は
な

ら
ぬ
と
思
っ
て
居
る
、
こ
れ
の
協
力
は

惜
し
む
こ
と
な
し
と
考
え
て
い
る
、
と

答
弁
し
た
。

　
つ
い
で
豊
原
理
事
長
よ
り

　
事
務
総
局
と
し
て
も
限
り
あ
る
事
な

の
で
何
か
と
不
備
の
点
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
何
と
ぞ
皆
様
の
御
法
愛
惜
し

ま
な
い
で
欲
し
い
、
私
自
身
に
対
し
て

も
同
様
、
種
々
不
服
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
宜
し
く
御
指
導
方
を
願
い
た

い
。
と
の
べ
午
後
四
時
に
閉
会
と
な
っ

た
。

全
署
加
盟
記
念

　
講
演
と
音
楽
の
会

四
月
二
十
四
日

於
岐
阜
市
民
セ
ン
タ
ー

ピ　
岐
阜
県
仏
で
は
、
四
月
二
十
四
日
一

時
半
か
ら
岐
阜
市
仏
と
共
催
で
岐
阜
市

民
セ
ン
タ
ー
に
於
て
参
加
者
六
千
名
に

し
て
盛
大
に
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
講
師
は
岸
信
宏
全
仏
会
長
、
山
田
霊

林
駒
沢
大
総
長
、
今
東
光
中
尊
寺
貫
主

大
谷
光
紹
東
本
願
寺
新
門
主
の
四
重
で

全
仏
加
盟
祝
賀
式
、
檀
信
徒
部
会
発
会

式
も
行
わ
れ
予
定
。

　
な
お
事
務
局
か
ら
も
所
管
局
部
長
が

出
席
し
、
組
織
強
化
に
つ
い
て
懇
談
す

る
ほ
か
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
こ
の
前

后
に
開
く
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

△

△

△
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（4）昭和41年2月25日信通仏全第三種郵便物認可

　　　　昭和41年度　財団法人全日本仏教会歳入歳出予算　　　歳　　　　入1・金17，823，000　　　歳入予算高　　　歳　　　　出1．金17，823，000　　　歳出予算高歳入歳出差引残高なし　　　　　　　　昭和41年度財団法人全日本仏教会歳入歳出予算　　　　　　　　　　　　歳　　　　　　　入

（単位　円）

款・
科　　　　　　　　　　　目
P　　　　項　　　　1　　　　目

　　　　前年度　　比　　較予算額

予算額　　○増△減｝1．負
16，328，000 12，148，000 04，180，000　　　　担　　金

v 1・各宗派負担金 14，618，000 10，858，000 03，760，000
2・各団体負担金 1，710，000 1，290，000

σ
4
2
0
，
0
0
0
一

2・寄　　付　　金 1，300，000 500，000 0　800，000
3．未納徴収金 50，000 100，000 △　　50，000

4．基金果　実 35，000 35，000 0
5．雑　　収　　入 100，000 400，000 △　300，000
6．繰　　越　　金 10，000 10，000 0
歳　　　　　入　　　　　計 「 17，823，000 13，193，000 04，630，000

歳　　　　　　　出
科　　　　　　　　　　　目

款　　　　1　　　　項　　　　1 目 予　算　額 前年度　　比　　較P予算額　　○増△減

1．事務総局費 10，100，000 7，472，000 02，628，000
1．人　　件　　費 6，130，000 4，764，000 01，366，000

1．職　員　俸　給 3，990，000 3，330，000 0　660，000
　　　　　　一　　　　　　一Q・諸　　　　　給 1，590，000 1，084，000 0　506，000
3．厚　　生　　費 350，000 200，000 0　150，000

4・退職積立金 200，000 150，000 0　50，000
2・事　　務　　費 1，970，000 1，408，000 0　562，000

1・借昌昌室費 600，000 450，000 0　150，000
a　通　　信　　費 850，000 470，000 0　380，000
3．消　　耗　　費 100，000 85，000 0　15，000
4・光　　熱　　費＝ 20，000 20，000 0

5・備　　品　　費 150，000 150，000 0
6・印　　刷　　費 200，000 200，000 0

7・雑　　諸　　費 0　17，000
3・旅　　　　費 1，100．0001

50，0001　33，000

@　　700，000 0400，000
4・関西事務局費 900．00001 600，000 0　300，000

2・総務　局　費 2，532．0001 1，741，000 0　941，000
1・会　　議　　費 1，182，000［　741，000 ζ）441，000

1・理　事　会　費 272，000「　　81，000 　一Z　191，000
2・評議員会費 110，0001　110，000 0

3・各種委員会費 300，0001　200，000 0　100，000
4・会　　議　　費 500，000ト　350，000 0　150，000

2・共通事項処弁ヒ 300，0001　250，000 0　50，000
3．調査研究費 300，0001　200，000 0　100，000

　　　　　『S．渉　　外　　費 750，0001　400，000 0　350，000
3．組織局　費 2，540，000 2，150，000 0　390，000

1・組織強化費 1，270，000 1，050，000 0　220，000

1・組織強化費 670，000 450，000 0　220，000
2・国内仏教徒会議費 600，000 600，000 0

2・時局対策費 550，000 500，000 0　50，000
　　　　　一R・弘　　報　　費 720，000 600，000 0　120，000

1・機関紙発行費 600，000 500，000 0　100，000

2・宣伝報道費 120，000 100，000 0　20，000
4・文化局　費 1，400，000 950，000 0450，000

1・文化会議費 400，000 300，000 0　100，000
2・教　　化　　費 1，000，000 650，000 0　350，000

1・講　習　会　費 200，000 150，000 0　50，000
2・教　化　諸　費 600，000 350，000 0　250，000

3・資料作成費 200，000 150，000 0　50，000
5・国　際局　費 1，060，000 760，000 0　300，000

1・国際運動費 1，060，000 0　300，000
1・世界仏教徒文：ヒ交流費 160，000

760，000

P60，000 0
2・国際仏教運動費 400，000 300，000 0　100，000
3・　国際渉外費 500，000 300，000 0　200，000

6．雑　　　　費 64，000 50，000 0　14，000
7．予　　備　　費 127，000 220，000 △　　93，000
歳　　　　　出 計　　　1 17，823，000 13，193，000 04，630，000

、争
｝　　に
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財
団
法
人
全
日
本
仏
教
田

彦
門
委
員
会
委
員

総
務
専
門
委
員

築下木小井
山宮村熊上

定三智寛恵
誉俊広澄行

　
　
美
濃
部
薫
一

　
　
山
本
　
芳
遵

　
　
和
久
　
博
隆

政
治
専
門
委
員

吉嗣杉山貝大大板
田堅肉本山村島橋

秀芳良俊宣仁忠宥
英雄智道泰道雄成

組
織
専
門
委
員

　
　
朝
比
奈
秀
行

　
　
岩
本
　
昭
典

　
　
金
子
　
隆
遍

　
　
木
全
か
ず
子

西谷鈴静白佐近
本本永川本藤
悟玄敏孝良政英
作昭範英純治雄

　
　
野
々
部
利
行

　
　
濃
口
　
暉
子

国
際
専
門
委
員

　
　
阿
部
　
龍
文

　
　
今
井
　
大
彰

　
　
岡
野
貴
美
子

　
　
加
藤
良
文

　
　
小
谷
徳
水

上
野
　
徳
隆

小
沢
　
照
禧

古
宇
田
亮
宣

新
谷
　
寛
応

源
　
　
玄
英

望
月
　
亮
欽

吉
井
　
三
三

巌
谷
勝
雄

大
塚
　
　
弘

小
笠
原
義
雄

松高五駅
亭山島野

明宥宗獲
道進宣麟

小
野
島
元
雄

大
河
内
隆
弘

北
之
一
真
龍

熊
野
龍
夫

郷
　
　
雲
厳

清
水
谷
孝
尚

山古能新竹神白
ロ屋登美柴野山

智道宥孝俊真亮
光雄兆道雄一一

小北長井石
宮川田坂坂

勝教順信晃
憲全海興一

細真藤籏五中菅阪
川柄井本島山原口

量信真宏行理恵祐
雄雄水昌宣々慶瑞

文
化
専
門
委
員

紀長内伊石
野田山藤橋

一恒憲道益
義雄尚機恵

小
松
原
賢
才

山鱒真別西常塩榊
本淵漢所沢光入原

周正義弘は浩亮帰
道浩貫因る然達逸

青
少
年
専
門
委
員

谷峰原杉桜血石
萩岸　谷田東上

弘応弘和賢脩智
道哉隆男霧翁飴

村壬古平西永寺桜
野生寸寸村田田井

宣照明と輝正康栄
忠順詮み成義順章

摩増早西菅酒倉櫛金雲岩伊
尼永島　原井藤田岡藤月藤

清霊鏡義　謙円良秀義光完
之鳳正雄鉤祐立供友道金夫

山
口
貴
美
子

岩
堀
　
至
道

小
野
塚
幾
澄

島
田
喜
久
子

原
　
　
善
正

北
条
祐
春

三
輪
美
津
子

山
田
　
一
真

　
　
　
蓑
輪
前
理
事
長
を
囲
む
会

　
全
仏
前
理
事
長
蓑
輪
英
章
師
は
、
三

月
四
日
上
京
す
る
が
、
こ
の
機
会
に
全

乳
事
務
総
局
で
は
「
蓑
輪
英
章
師
を
囲

む
会
」
を
ご
く
内
輪
で
ひ
ら
き
師
の
長

年
に
亘
る
労
を
ね
ぎ
ら
う
。

　
会
は
三
月
四
日
午
後
六
時
か
ら
、
東

京
築
地
の
「
ス
エ
ヒ
ロ
」
で
、
黒
田
事

務
総
長
以
下
局
長
、
部
長
、
主
事
ら
が

集
ま
っ
て
開
か
れ
る
。

総
務
　
局

一、

熬
c
基
金
の
拡
充
対
策
。
本
年
も

　
継
続
し
て
行
う
。

組
　
織
　
局

「
基
本
目
標
」

　
本
会
寄
附
行
為
第
五
条
の
事
業
目
的

た
る
各
種
仏
教
運
動
の
実
践
お
よ
び
育

成
を
中
核
と
し
、
全
一
仏
教
運
動
を
盛

り
上
げ
構
成
団
体
の
強
化
を
計
り
、
も

っ
て
時
局
に
対
処
し
仏
教
の
対
外
的
宣

揚
と
団
結
を
期
す
る
。

一、

謌
齊
l
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
愛

　
知
大
会
の
開
催
（
六
月
三
日
、
四
日
）

二
、
全
国
都
道
府
県
仏
教
会
々
長
会
議

　
の
開
催

三
、
地
域
別
会
議
の
開
催
へ
の
し
ょ
う

　
よ
う

ア
ハ
　
ト
の
　
ら
ヒ
　
　
ご
へ
　
ご
へ
し
　
の
ミ
ヘ
ロ
ロ
ぐ
　
ヨ
ロ
く
　
　
コ
ご
　
　
ず
し
　
も
ぱ
　
ま
チ
ら
ヘ
へ

～
｛
　
事
　
業

ぐ
ー
ー

四
、
地
方
仏
教
徒
会
議
の
開
催

五
、
衆
議
院
選
挙
対
策

六
、
時
局
対
策
と
く
に
農
地
報
償
、
墓

　
地
問
題
の
継
続
と
時
局
活
動

七
、
機
関
誌
編
集
発
行
の
事
務

国
　
際
　
局

「
基
本
目
標
」

　
本
会
寄
附
行
為
第
五
条
の
事
業
目
的

た
る
世
界
各
国
の
W
F
B
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
仏
教
暗
語
団
体
と
の
連
絡
、
文
化

の
交
流
促
進
を
中
核
と
し
、
仏
教
に
よ

る
国
際
親
善
と
世
界
平
和
実
現
を
期
す

る
。一、

｢
界
平
和
祈
願
、
仏
基
親
善
、
日

本
仏
教
団
派
遣

　
ω
訪
問
時
期
昭
和
四
一
年
一
〇

　
　
月
中
旬
よ
り
一
ケ
月
間

②
　
訪
問
先
　
ソ
連
・
北
欧
・
ロ

　
　
ー
マ
ベ
ト
ナ
ム
等

昭
和
四
十
一
年
度
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

‘
．
噂
、
、
．
．
噂
、
、
。
魯
噺
、
、
辱
。
｛
、
し
。
苛
、
し
亭
、
隔
’
、
亀
●
殉
曼
、
8
簡
、
ヤ
．
・
・
、
、

　
　
㈲
目
的
ベ
ト
ナ
ム
で
戦
火

　
　
憾
ま
ざ
る
時
に
あ
た
り
、
キ
リ
ス

　
　
リ
教
等
の
代
表
者
と
会
談
し
、
宗

　
　
追
奪
の
立
場
か
ら
訴
え
る
。

二
、
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
徒
救
援
対
策
と
し

　
て
慰
問
品
を
送
る
。

三
、
第
二
回
ハ
ワ
イ
花
ま
つ
り
大
会

　
（
国
際
）
へ
の
参
加
。

四
、
韓
国
訪
問
日
本
仏
教
代
表
団
の
派

　
遣
。
五
、
印
度
仏
跡
中
国
古
刹
巡
拝
団
の
派

　
遣
。

六
、
ダ
ル
マ
・
パ
ー
ラ
記
念
会
館
に
対

　
す
る
協
力
。

七
、
在
日
仏
教
系
留
学
生
交
歓
会
の
開

　
催
。
八
、
国
際
仏
教
運
動
の
積
極
的
展
開
。

，
亀
、
、
　
，
ξ
、
，
．
ξ
、
，
・
8
、
，
．
，
噺
、
　
．
・
ら
、
．
ら
噂
、
．
．
ミ
、
．
亀
～
書
、
，
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

計
　
画
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擢

　
　
　
．
．
こ
、
．
ξ
、
．
．
ご
、
，
鳳
・
q
、
，
．
ご
、
，
，
ξ
、
，
．
・
・
、
し
．
“
、
「
♂
贈
、

　
①
　
来
日
各
国
仏
教
徒
の
歓
迎
接
待

　
②
　
在
外
各
宗
開
教
本
部
と
の
連
絡

　
團
　
在
外
宗
教
施
設
の
返
還
運
動
。

　
四
　
海
外
仏
教
徒
向
け
英
文
伝
資
料

　
　
の
配
布
。

　
㈲
　
イ
ン
ド
救
癩
運
動
に
協
力
。

文
　
化
　
局

　
「
基
本
目
標
」

　
本
会
寄
附
行
為
第
五
条
の
事
業
目
的

た
る
仏
教
々
化
運
動
の
総
合
的
企
画
お

よ
る
促
進
に
基
本
目
標
を
置
き
全
一
仏

教
運
動
に
仏
教
文
化
運
動
を
中
心
と
し

て
対
応
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一、

ｧ
教
徒
憲
章
の
制
定

二
、
文
化
会
議
の
開
催
　
東
京
・
京
都

　
仙
台

三
、
第
一
〇
回
全
仏
講
習
会
の
開
催

四
、
“
仏
教
徒
の
教
職
員
連
盟
”
の
結
成

五
、
“
全
一
仏
教
聖
典
”
の
編
纂

　
大
谷
派
内
局
更
迭

　
真
宗
大
谷
派
で
は
、
さ
る
一
月
三
十

一
日
の
臨
時
宗
議
会
で
三
白
信
雄
師
が

宗
務
総
長
に
選
出
さ
れ
、
二
月
二
日
左

記
の
と
お
り
第
三
次
訓
覇
内
局
が
成
立

し
た
。
宗
務
総
長

参
　
　
務
．

〃〃〃〃

組中義強大半

賀村茨谷谷覇

制　祖慶演信

二豪蓮縁慧雄

　
　
天
台
仏
青
発
会

　
　
　
一
月
二
十
六
日
寛
永
寺
に
て

　
現
在
各
宗
で
は
各
々
正
式
に
仏
青
が

あ
り
横
の
組
織
を
ガ
ッ
チ
リ
結
ん
で
活

発
に
運
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
こ
の

度
天
台
仏
教
青
年
会
（
谷
玄
昭
代
表
）

を
発
会
す
る
こ
と
と
な
り
一
月
二
十
六

日
六
時
寛
永
寺
に
於
て
会
員
六
十
名
の

参
加
で
盛
大
に
開
会
さ
れ
た
。

　
会
は
ま
ず
杉
谷
義
周
宗
務
総
長
よ
り

「
宗
祖
大
師
の
御
精
神
を
体
し
て
一
層

の
奮
起
を
望
む
」
と
述
べ
、
大
照
晃
道
・

塩
入
亮
忠
師
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
椎
谷

健
孝
道
教
団
事
務
長
は
「
ま
ず
皆
さ
ん

方
の
御
桓
家
の
若
い
人
を
連
れ
て
き
て

初
め
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ら
れ
、
九
時

盛
大
裡
に
散
会
し
た
。

　
宗
教
法
人
法

　
　
　
付
行
政
不
服
審
査
法

　
本
書
は
財
団
法
人
日
本
宗
教
連
盟
が

編
集
発
行
し
た
も
の
で
九
十
二
頁
の
冊

子
で
あ
る
が
、
寺
院
に
備
え
る
に
、
又

は
事
務
所
に
も
必
須
の
も
の
と
思
い
ま

す
。
残
部
僅
少
で
す
が
、
希
望
者
は
左

記
に
御
申
込
願
い
ま
す
。
頒
布
価
格
は

　
　
一
部
三
十
五
円
　
送
料
二
十
円

　
　
　
　
東
京
都
中
央
区
築
地
三
ノ
一

　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会
総
務
局
。

‘一一

　“　　　　下　’し7

コ
4
r

7、　　了　一
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第
＋
四
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
愛
知
大
白

蝶
体
育
館
で
マ
ン
モ
ス
大
会

六
月
三
日
（
金
）
・
四
日
（
土
）
　
名
古
屋
市
で

　
仏
教
王
国
、
名
古
屋
市
に
於
て
ポ
ス

ト
の
数
よ
り
多
い
寺
院
数
、
四
千
五
百

ケ
寺
の
愛
知
県
仏
教
会
は
昨
年
九
月
に

第
十
四
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
愛
知
大

会
を
本
年
六
月
三
、
四
の
両
日
正
式
に

大
会
を
挙
行
す
る
事
に
決
定
し
、
そ
の

後
準
備
委
員
の
話
し
合
い
が
進
め
ら

れ
、
大
会
規
定
、
大
会
役
職
員
も
決
ま

り
二
月
十
日
一
時
か
ら
愛
知
学
院
三
階

映
写
室
に
於
て
準
備
委
員
会
竹
田
鉄
仙

会
長
以
下
七
十
名
の
役
員
の
出
席
を
得

て
、
活
仏
本
部
か
ら
も
七
三
の
局
長
、

部
長
が
出
席
し
開
会
さ
れ
た
。

　
会
は
村
瀬
良
彦
大
会
事
務
局
長
の
司

会
に
よ
り
は
じ
ま
軌
木
村
正
範
準
備
委

員
長
、
竹
田
鉄
仙
会
長
の
あ
い
さ
つ
、

本
部
か
ら
稲
田
稔
界
総
務
局
長
、
阿
部

龍
昼
鳶
仏
常
務
理
事
、
伊
藤
勝
瑞
組
織

局
長
、
日
野
豊
津
文
化
局
長
が
各
々
あ

い
さ
つ
を
し
、
司
会
よ
り
別
記
の
如
き

大
会
要
項
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

「
名
古
屋
市
内
に
お
い
て
し
ば
し
ば
新

興
宗
教
の
大
会
が
開
か
れ
、
昨
年
は
特

に
創
価
学
会
や
立
正
佼
正
会
の
大
会
に

は
三
万
名
も
の
信
徒
が
集
ま
り
、
会
場

に
あ
ふ
れ
た
参
会
者
が
場
外
に
は
み
だ

す
有
様
で
あ
っ
た
。
第
十
四
回
の
愛
知

大
会
は
そ
の
動
員
力
の
点
に
お
い
て
も

新
興
宗
教
に
引
け
を
と
ら
な
い
大
会
を

開
く
こ
と
が
念
願
で
あ
る
」
と
、

　
ま
た
本
年
度
の
大
会
の
特
色
、
大
会

終
了
後
の
事
業
と
し

　
『
釈
尊
を
た
た
え
る
ウ
エ
サ
カ
祭
の

開
催
』

　
こ
れ
は
県
の
仏
教
系
学
校
が
合
同
し

て
毎
年
ウ
エ
サ
カ
祭
を
開
催
し
て
本
年

で
十
回
目
を
向
か
え
る
の
で
、
大
会
初

日
開
会
式
の
中
に
ウ
エ
サ
カ
祭
の
行
事

を
盛
り
こ
ん
で
開
く
。

　
『
仏
跡
顕
仰
運
動
の
実
施
』

　
こ
れ
は
愛
知
学
院
の
近
く
に
覚
王
山

日
泰
寺
の
仏
舎
利
塔
が
あ
る
の
で
全
国

か
ら
集
ま
る
参
加
者
や
、
県
内
の
方
々

共
々
、
こ
の
際
に
顕
揚
す
る
。

　
『
光
は
す
み
ず
み
ま
で
運
動
の
実
施
』

　
県
内
に
は
数
多
く
の
身
体
障
害
者
が

い
る
が
、
仏
教
徒
会
議
に
参
加
し
た
全

国
の
代
表
者
に
激
励
し
て
も
ら
い
、
障

害
者
に
心
の
と
も
し
び
を
と
も
す
運
動

　
『
県
仏
教
婦
人
会
の
結
成
』

　
戦
前
に
は
県
の
仏
教
婦
人
連
合
会
が

あ
っ
た
が
、
現
在
は
な
い
の
で
、
こ
の

大
会
を
契
機
に
下
心
婦
を
結
成
す
る
よ

う
運
動
す
る
。

　
等
を
企
画
し
て
い
る
。

　
ま
た
従
来
大
会
議
案
は
自
由
議
題
に

数
多
く
の
議
案
を
提
案
し
て
決
議
し
て

い
た
が
、
本
年
度
県
仏
と
し
て
は
中
心

テ
ー
マ
を
二
、
三
の
議
案
に
絞
り
分
科

会
も
で
き
る
限
り
少
な
く
し
、
会
議
中

心
主
義
よ
り
大
会
中
心
の
大
会
に
方
向

づ
け
す
る
。

　
な
お
、
大
会
終
了
後
の
レ
セ
プ
シ
。

ン
は
名
古
屋
城
に
於
て
開
く
予
定
で
あ

る
。

△

△

△

藤
井
日
静
師
餓
倒
会
長

　
　
挨
拶
の
た
め
全
仏
当
局
者
身
延
へ

　
さ
る
一
月
三
十
一
日
四
仏
当
局
で

は
、
前
副
会
長
の
日
蓮
宗
管
長
身
延
山

久
遠
寺
法
主
藤
井
日
静
狙
下
に
在
任
中

の
御
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
、

お
礼
の
あ
い
さ
つ
の
た
め
黒
田
事
務
総

長
、
稲
田
、
伊
藤
、
日
野
、
平
林
各
局

長
、
柳
部
長
が
そ
ろ
っ
て
上
山
し
、
藤

井
法
主
狙
下
は
じ
め
本
山
当
局
と
懇
談

し
て
い
ろ
い
ろ
と
全
仏
の
前
進
策
に
つ

い
て
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、
と
く
に
山

梨
県
仏
の
結
成
と
加
盟
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
た
。

印
度
仏
陀
伽
耶
に
宝
筐
印
塔

　
狭
量
仏
会
長
が
現
地
で
導
師

　
印
度
の
成
道
の
聖
地
ブ
ダ
ガ
ヤ
に
宝

匡
姦
智
を
建
設
す
る
運
動
を
す
す
め
て

い
た
印
度
日
本
寺
建
設
委
員
会
（
賀
屋

興
宣
会
長
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど
よ
う
や

く
計
画
が
円
成
し
た
の
で
現
地
へ
代
表

団
を
お
く
り
暦
学
法
要
を
行
な
う
こ
と

に
な
っ
た
。

　
こ
の
式
典
へ
全
仏
会
長
岸
信
宏
狙
下

が
出
席
し
同
式
典
の
導
師
を
つ
と
め
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
一
行
は
二
月
二
十

四
日
十
二
時
半
羽
田
発
の
印
度
航
空
機

で
壮
途
に
つ
く
。
帰
国
は
三
月
六
日
の

予
定
。

　
な
お
岸
信
宏
全
顎
会
長
の
壮
行
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
ー
は
二
月
二
十
三
日
午
後
五

時
よ
り
東
京
築
地
本
願
寺
で
行
な
わ
れ

た
。
岸
会
長
の
随
行
長
兼
副
団
長
と
し

て
鵜
飼
隆
玄
師
（
全
仏
関
西
事
務
総

長
）
が
同
行
し
た
。

盛
会
だ
っ
た

セ
イ
ロ
ン
独
立
記
念
沖
北
ガ

　
第
十
八
回
セ
イ
ロ
ン
独
立
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
は
恒
例
に
よ
り
、
東
京
芝
の

光
輪
閣
で
開
か
れ
、
外
交
団
に
ま
じ
っ

て
仏
教
界
か
ら
も
、
孝
道
教
団
岡
野
正

道
夫
妻
、
全
日
仏
婦
下
口
暉
子
、
広
瀬

寿
美
、
中
山
理
々
、
浅
草
寺
執
事
長
網

野
宥
俊
、
塩
入
亮
達
、
平
林
暁
祐
全
仏

国
際
局
長
（
代
理
）
、
鈴
木
錦
吾
師
ら
十

数
名
が
参
加
し
、
歎
談
を
交
し
た
が
、

総
勢
百
五
十
名
に
の
ぼ
り
盛
会
で
あ
っ

た
。

　
ネ
パ
ー
ル
国
立
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

　
ネ
パ
ー
ル
国
々
立
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
は
二
月
十
八
日
午
後
五
時
よ
り
東
京

麻
布
光
輪
閣
で
開
か
れ
盛
大
で
あ
っ

た
。
　
全
能
か
ら
近
藤
国
際
部
長
が
出
席
し

敬
意
を
表
し
た
。
仏
教
界
か
ら
も
孝
道

教
団
岡
野
統
理
夫
妻
ら
多
数
が
参
加
し

た
。　
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
徒
救
援
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
全
仏
が
協
議

　
南
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
諸
般
の
状
勢

は
益
々
深
刻
の
度
合
を
深
め
て
い
る

が
、
全
仏
で
は
、
二
月
十
四
日
正
午
か

ら
、
在
日
越
南
留
学
生
を
東
京
築
地
本

願
寺
来
賓
室
に
招
き
、
種
々
懇
談
を
交

す
と
と
も
に
、
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
徒
救
援

問
題
に
つ
い
て
熱
心
に
協
議
し
た
。

　
当
日
は
全
仏
国
際
專
門
委
員
、
事
務

総
長
以
下
各
局
長
が
出
席
し
た
が
、
従

来
行
な
っ
て
来
た
方
針
の
具
体
化
が
急

が
れ
て
い
る
。

　
　
日
本
仏
保
の
役
員
会

　
日
本
仏
教
保
育
協
会
で
は
新
年
初
の

名
誉
役
員
の
役
員
会
を
一
月
二
十
九
日

四
時
か
ら
東
京
私
学
会
館
に
於
て
開
催

し
た
。

　
会
は
四
十
一
年
度
事
業
計
画
な
ら
び

歳
入
歳
出
予
算
案
の
報
告
に
初
ま
り
前

年
度
よ
り
五
割
増
の
二
五
六
万
円
の
新

予
算
を
発
表
し
た
。
終
了
後
、
懇
親
会

に
う
つ
り
山
本
す
ぎ
参
議
院
議
員
、
全

長
伊
藤
勝
淳
組
織
局
長
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
次
い
で
賀
来
琢
麿
師
が
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
入
り
の
名
演
説
で
大
変
盛
況
裡

で
あ
っ
た
。
出
席
二
十
名
。

　
盛
大
だ
っ
た

　
　
全
仏
の
新
年
懇
親
会

　
歯
茎
で
は
、
一
月
廿
二
日
午
後
一
時

か
ら
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
新
年
懇

親
会
を
開
き
参
会
者
百
五
十
余
論
で
近

来
に
な
い
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
会
は
黒
田
事
務
総
長
の
開
会
の
あ
い

さ
つ
に
は
じ
ま
り
岸
会
長
の
導
師
に
よ

っ
て
三
帰
依
文
の
奉
唱
、
会
長
式
辞
つ

づ
い
て
高
階
前
会
長
お
よ
び
自
民
党
川

島
副
総
裁
が
出
席
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ

た
が
、
か
わ
っ
て
文
部
政
務
次
官
の
中

野
文
門
氏
の
祝
辞
が
あ
り
、
つ
い
で
榊

原
舞
踊
団
奉
仕
に
よ
る
イ
ン
ド
舞
踊
が

行
な
わ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
会
食
に
う
つ
り
長
井
真
琴

博
士
の
乾
杯
を
も
っ
て
は
じ
ま
り
、
次

々
と
各
界
代
表
の
新
年
に
あ
た
り
四
仏

の
前
進
に
つ
い
て
の
意
見
が
発
表
さ
れ

有
意
義
に
午
後
五
時
散
会
し
た
。

　「7，　兵一　　　．，　　　　7　，　　　　　　　－一　　｝
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セ
イ
ロ
ン
国
か
ら

浅
草
寺
へ
仏
舎
利

三
月
十
八
日
盛
大
な
奉
迎
式
典

　
聖
観
音
宗
浅
草
寺
（
清
水
谷
恭
順
貫

主
）
で
は
戦
災
で
焼
失
し
て
い
た
五
重

塔
の
復
興
を
計
画
し
て
い
た
が
、
今
回

セ
イ
ロ
ン
か
ら
仏
舎
利
の
奉
迎
を
得
て

復
興
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
　
仏
舎
利
を
迎
え
る
同
寺
代
表
団
は
、

二
月
二
十
四
日
十
二
時
三
十
分
羽
田
発

の
印
度
航
空
機
で
デ
リ
ー
、
カ
ル
カ
ッ

タ
、
マ
ド
ラ
ス
径
由
で
セ
イ
ロ
ン
入
り

す
る
が
、
仏
舎
利
贈
呈
式
典
は
三
月
七

日
古
利
と
し
て
由
緒
あ
る
イ
ス
ル
ム
ニ

ア
寺
院
に
お
い
て
同
寺
に
保
管
し
て
あ

る
仏
舎
利
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
・
っ
て

い
る
。
浅
草
寺
の
代
表
団
は
清
水
谷
恭

順
貌
下
を
団
長
と
す
る
総
員
十
五
名

で
、
セ
イ
ロ
ン
側
代
表
団
を
伴
っ
て
、

三
月
十
一
日
午
後
八
時
四
十
分
羽
田
着

の
日
航
機
で
帰
着
す
る
が
、
セ
イ
ロ
ン

の
代
表
団
は
約
十
日
間
滞
在
し
、
関
西

方
面
の
各
本
山
を
参
拝
す
る
。

　
三
月
十
八
日
に
は
仏
舎
利
奉
迎
大
法

要
が
浅
草
寺
に
お
い
て
盛
大
に
挙
行
さ

れ
、
夕
刻
か
ら
赤
坂
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
に
お
い
て
セ
イ
ロ
ン
代
表
歓

迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
な
お
清
水
谷
恭
順
浅
草

寺
貫
主
を
団
長
と
す
る
浅
草
寺
代
表
団

は
、
セ
イ
ロ
ン
代
表
団
を
伴
っ
て
国
内

を
巡
回
す
る
が
、
セ
イ
ロ
ン
側
一
行
は

同
月
二
十
日
午
後
三
時
十
分
羽
田
発
に

名
は
次
の
て
帰
国
す
る
。
セ
イ
ロ
ン
代

表
団
の
氏
と
お
り
、

○
セ
イ
ロ
ン
　
文
化
局
次
長
オ
ー
ス
チ

　
　
　
　
　
　
ン
ヂ
ャ
ヤ
ワ
ル
デ
ナ
氏

○
イ
ス
ル
ム
ニ
や
寺
院
サ
ン
ガ
ラ
キ
タ

　
　
　
　
　
　
ナ
ヤ
カ
長
老

○
同
寺
院
カ
ッ
チ
ャ
コ
デ
イ
・
ダ
ン
マ

　
　
　
　
　
　
ラ
タ
ナ
長
老

○
随
員
　
ハ
ー
バ
ー
ト
・
デ
・
シ
ル
バ
氏

　
全
仏
で
は
浅
草
寺
代
表
団
の
離
日
に

際
し
、
団
旗
を
授
与
す
る
と
共
に
、
セ

イ
ロ
ン
文
化
大
臣
あ
て
に
岸
会
長
名
に

よ
る
メ
ッ
セ
ー
ヂ
を
託
し
た
が
、
ま
た

同
国
代
表
団
の
滞
日
中
の
便
宜
供
与
方

の
依
頼
状
を
関
係
各
宗
へ
発
送
す
る
な

ど
種
々
協
力
を
な
し
た
。

　
な
お
浅
草
寺
で
は
二
月
十
八
日
午
後

五
時
半
よ
り
東
京
赤
坂
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
で
盛
大
な
壮
行
会
を
行
っ

た
が
、
全
仏
か
ら
平
林
国
際
局
長
が
出

席
し
激
励
の
辞
を
の
べ
た
。

　
第
十
回
懸
仏
講
習
会

日
　
時

場
　
所

講
企
及
講
師

　
一
、
創
価
学
会
諸
問
題
に
つ
い
て

昭
和
四
十
一
年
三
月

二
十
八
日
・
二
十
九
日

二
日
間
（
午
前
十
時
よ
り
午

後
四
時
半
ま
で
）

中
央
区
銀
座
七
ノ
一

　
　
　
ヤ
マ
ハ
・
ホ
ー
ル

　
（
交
渉
中
）

東
洋
大
学

日
蓮
宗
務
総
長

立
正
佼
正
会
長

真
理
運
動
主
幹

高
木
宏
夫
氏

片
山
　
日
置
師

庭
野
　
日
敬
師

友
松
　
円
諦
師

政
　
治
　
家

外
　
数
　
氏

二
、
南
ベ
ト
ナ
ム
問
題
に
つ
い
て

外
務
省
南
東
ア
ジ
ア
課

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
事
務
官

朝
　
日
　
新
　
聞
　
奏
　
外
報
部
長

大
正
大
学
理
事
長
　
松
本
徳
明
氏

臨
済
宗
師
家
　
大
森
　
曹
玄
師

　
　
　
　
　
　
　
　
政
　
治
　
家

外
　
　
数
　
　
氏

会
　
費
　
　
五
〇
〇
円
（
一
般
）

　
　
　
　
　
二
〇
〇
円
（
学
生
）

　
詳
細
は
追
っ
て
発
表
す
る

　
全
仏
に
期
待
す
る
も
の

　
野
依
秀
市
氏
の
世
界
仏
教
誌
に
客
年

十
月
仏
教
革
新
号
が
発
表
さ
れ
六
十
余

名
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
実
行
の
出
来
る

も
の
を
想
定
し
て
？
　
発
表
さ
れ
た
が

’
．
艦
，
、
巳
，
¶
巴
，
、
璽
，
穐
艦
ゾ
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よ
ヘ
ロ
ノ
　
ロ
ず
コ
し
ゴ
コ
ム
げ
ロ
ち

た
が
、
財
団
を
作
る
こ
と
は
又
こ
れ
容

易
で
な
く
空
論
の
類
で
あ
る
こ
と
は
、

否
定
し
な
い
け
れ
ど
も
、
財
団
は
財
界

人
を
代
表
者
と
し
て
、
利
子
を
使
っ
て

彼
の
各
人
各
様
の
御

高
見
を
整
理
抜
書
煎

じ
詰
め
た
結
論
を
世

界
仏
教
社
に
発
表
せ

ら
れ
た
く
要
望
し
て

お
い
た
が
結
論
が
ま

と
ま
る
か
如
何
か
、

直
ち
に
、
着
手
の
出

来
る
革
新
の
道
は
在

り
得
な
い
か
と
察
し

る
。　
迂
生
は
現
仏
教
団

体
の
在
り
方
を
そ
の

ま
㌧
と
し
て
、
こ
れ

を
大
巾
に
援
護
す
る

為
に
数
十
億
の
財
団

を
作
り
そ
の
利
子
を

以
て
、
全
国
民
に
仏

教
を
識
っ
て
貰
う
道

を
講
じ
度
い
年
来
宿

願
の
文
書
伝
道
の
筋

を
書
き
上
げ
て
お
い

仏
書
を
無
料
配
布
す
る
仕
事
は
全
仏
で

行
う
、
こ
れ
を
配
布
す
る
も
の
は
全
国

七
万
の
寺
院
教
会
と
す
る
構
想
の
下

に
、
こ
れ
が
基
礎
造
り
に
つ
い
て
骨
仏

は
真
剣
に
考
え
て
見
る
気
に
な
ら
な
い

か
、
　
　
財
界
人
の
応
援
を
得
る
に
つ
い
て

　
は
唯
空
拳
で
懇
請
し
て
も
首
肯
し
て

　
下
さ
れ
な
い
の
で
先
づ
全
国
寺
院
が

　
冷
然
何
日
か
の
結
集
を
行
っ
て
実
意

　
を
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
処
に
一
ツ

　
の
難
関
が
在
る
と
思
う
の
で
こ
れ
が

　
主
体
と
な
る
信
用
の
在
る
柱
が
造
ら

　
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
信
ず
る
の

　
で
全
仏
は
顧
問
会
な
り
臨
時
重
要
人

　
師
を
集
結
し
て
相
談
し
て
見
る
気
は

　
な
い
か
、

　
尤
も
文
書
無
料
配
布
で
仏
教
を
識
っ

て
貰
う
こ
と
は
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り

不
可
能
な
筋
が
あ
り
仏
教
興
隆
に
は
な

ら
な
い
と
云
う
な
れ
ば
論
は
別
で
あ

る
。
よ
り
以
上
な
道
筋
を
示
し
て
貰
い

方
向
を
指
示
し
て
貰
い
度
い
。

　
各
主
要
都
市
に
仏
教
セ
ン
タ
ー
を
造

る
持
論
を
耳
に
す
る
け
れ
ど
も
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
経
営
論
は
道
が
あ

る
と
し
て
こ
れ
を
運
営
し
て
も
仏
教
理

論
を
全
国
民
に
普
遍
せ
し
め
る
こ
と
は

こ
の
次
と
な
る
仏
教
セ
ン
タ
ー
に
莫
大

な
資
金
を
要
す
る
横
道
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
遠
廻
り
を
す
る
こ
と
と
な

り
、
又
運
営
に
適
任
者
が
在
り
得
る
処

も
あ
り
適
任
者
の
得
ら
れ
な
い
処
も
生

じ
る
と
思
う
。
　
（
神
奈
川
県
仏
事
務
局

長
）　

全
日
仏
青
代
議
員
会
で

　
　
世
界
仏
青
大
会
参
加
決
議

　
本
年
五
月
二
十
八
日
か
ら
六
月
四
日

に
か
け
て
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
サ
イ
ゴ
ン

を
中
心
に
ユ
エ
・
ダ
ラ
ト
で
開
催
さ
れ

る
、
第
一
回
世
界
仏
教
青
年
大
会
に
参

加
す
る
か
否
か
を
討
議
す
る
協
議
は
全

日
仏
青
（
大
谷
光
紹
会
長
）
の
国
際
二

時
委
員
会
等
で
数
次
行
わ
れ
で
来
た

が
、
二
月
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
東
京

築
地
本
願
寺
で
開
催
さ
れ
た
、
全
日
仏

青
最
高
決
議
機
関
で
あ
る
代
議
員
会

で
、
め
で
た
く
大
会
に
参
加
す
る
こ
と

が
賛
成
者
多
数
を
以
て
決
定
さ
れ
た
。

　
当
日
は
大
谷
光
紹
会
長
、
石
上
理
事

長
を
は
じ
め
役
員
、
代
議
員
約
四
十
名

が
集
り
、
新
役
員
の
選
出
も
協
議
さ
れ

た
。　
全
日
仏
青
で
は
国
際
專
問
委
員
会
の

陣
要
を
強
化
し
、
混
頓
た
る
国
際
問
題

に
対
処
し
て
ゆ
く
方
針
で
あ
る
が
、
当

面
、
英
文
に
よ
る
会
報
の
発
行
、
海
外

仏
教
徒
と
の
積
極
的
交
信
等
を
具
体
化

す
る
も
よ
う
で
あ
る
。

　
黒
田
・
石
附
鷹
師

　
　
　
ワ
ッ
ト
・
パ
ク
ナ
ム
へ
入
る

　
既
報
の
と
お
り
タ
イ
国
仏
教
実
践
の

た
め
バ
ン
コ
ッ
ク
入
り
し
た
黒
田
武
志

石
附
周
行
両
三
は
、
二
月
十
日
バ
ン
コ

ッ
ク
市
の
ワ
ッ
ト
・
パ
ク
ナ
ム
寺
へ
入

山
し
、
向
う
三
ケ
月
間
に
亘
り
厳
し
い

小
乗
仏
教
の
研
鐵
に
あ
た
る
こ
と
に
な

っ
た
。
師
の
宗
教
的
結
実
を
祈
念
し
て

や
ま
な
い
。

　
な
お
両
師
の
た
め
同
市
の
日
本
人
会

は
こ
ぞ
っ
て
応
援
し
て
お
り
、
ま
た
W

F
B
タ
イ
本
部
も
身
許
引
受
人
と
な
る

な
ど
協
力
し
て
い
る
。

　
日
本
東
南
ア
学
生
親
交
会
代
表
出
発

　
早
大
、
立
大
、
上
智
大
等
の
学
生
よ

り
な
る
「
日
本
東
南
ア
ジ
ア
学
生
親
交

会
」
代
表
団
は
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
苦
し

め
る
人
々
を
慰
め
る
た
め
、
二
月
二
十

四
日
空
路
東
京
を
出
発
し
、
約
ニ
ケ
月

に
亘
り
サ
イ
ゴ
ン
を
中
心
に
ユ
エ
・
ダ

ナ
ン
方
面
を
視
察
す
る
。

弓　　　　　　辱、」
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全　仏　通　信
昭和41年2月25日

韓仏教親善視察訪問団日程表
行 程厩日次地名防間利用側行

第三種郵便物認可

日

寺発　太邸経由
着その間慶州市内
館，五陵謄星斗芽
等新羅時代の古跡

東
莱
観
光
ホ
テ
ル

ウ
ォ
ー
カ
ー
ヒ
ル
　
　
ト
半
島
ホ
テ
ル

中気魚寺巡拝

食　香苑（日本食）

山台　慶事誤道知事
釜山市長礼訪
山市内見物水産セン
ー松島等観光
莱観光ホテル（国営
泉ホテル）にて一泊

本人墓地調査並びに
連軍墓地参拝

細孔バス

專用バス

14：00

18：00

19：00

07：00
08：00

09：00

10：00

12：00

13＝00

14：00

17：00

18：30

州慶

仏国寺

州慶

山釜

第4日
5月11日
　（水）

人
平
炉
詠
国

本
連日
子
中
遊
金
釜山（水酸）飛行場発

金浦国内空港着

ウォーカーヒル到着

專用バス

大韓機

專用バス

09：00

12：30

11：｝8｝

15：30

18：30

山釜

ソウル

魔5日
5月12日
　（木）

半
島
ホ
テ
ル

ウォーカーヒル出発

板門店　38度線視察

ソウル到着　自由時間

ホテル出発金浦空港
着

金浦空港出発

大阪空港着（解散）

09：

11：

15＝

00

30

30ソウル

1第6日
5月13日
　　（金）

專用バス08：00

11：00

12：15

ソウル

浦金

日
記
）

7
那
丘

第
5

半
島
ホ
テ
ル

大阪国際空港に集合出国
手続後大韓航空機背景に
て花束贈呈並記念撮影

大韓航空機にてソウルへ

金浦国際空港着

市内ホテルへ

歓迎パーティ

時間利用便
　　　12：30i大韓航空
　　機

次1地名日

專用バス

同

上

1大韓仏教曹漢宗総務院礼

訪

ソウル　特別市長礼訪

李方子妃殿下　礼訪

中食（二三　日本食）

東国大学訪問（旧西本願
寺跡）

日本人遺骨収納寺院華開

大
）
人
直
宮
公

国
跡
本
巡
寿
山

東
寺
日
面
回
議

仏
国
寺
ホ
テ
ル

徳寿宮　昌徳宮　秘苑
南山公園等観覧

市内半島ホテル出発金
浦国内空港ヘ

ソウル発　太邸着

辱用バス

14：00

16：25

18：00

11：88｝

ll：ll｝

｝1：18｝

ll：18｝

12：00
13．00

｝1：1：｝

｝1：88｝

阪大

浦金

ソウル

　
日日
8
）

　
　
日

1
月
（

第
5

ソウル第2日
5月9日
　（月）

海印寺着

中食を寺で

海印寺巡拝

專用バス

大韓機

冒用バス

07：00

8§：ll｝

09：20
11：20

11：81｝

｝量：88｝

第3日
5月10日
　（火）

　
中
国
、
欧
州
へ
訪
問
団

　
二
仏
で
は
本
年
度
事
業
方
針
に
の
っ

と
り
種
々
事
業
を
す
す
め
て
い
る
が
、

国
際
局
で
は
一
頁
に
掲
載
し
た
如
く
、

各
国
へ
仏
教
使
節
団
を
お
く
り
、
，
仏
教

に
よ
る
国
際
親
善
増
進
と
世
界
平
和
実

現
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
す

で
に
企
画
さ
れ
て
い
る
も
の
に
次
の
事

業
が
あ
る
。
加
盟
宗
派
、
県
仏
団
体
は

勿
論
の
こ
と
僧
俗
一
体
と
な
っ
て
こ
れ

に
参
加
す
る
こ
と
を
全
仏
で
は
切
望
し

て
い
る
。

（写真）中国の天台山

一、

?
ﾘ
人
民
共
和
国
仏
跡

　
巡
拝
団

　
　
　
記

期
日
　
八
月
中
旬
か
ら
九
月
初
旬
ま
で

費
用
　
三
十
八
万
円
程
度

訪
問
先
　
広
州
、
杭
州
、
天
台
山
・
西

　
　
　
安
、
北
京
、
香
港
等

締
切
　
六
月
末
日
迄
に
国
際
局
へ
申
込

　
　
　
む
こ
と
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
出
来
ま
す
。

、

期
日

泓鶴

｢
州
各
地
訪
問

　
　
日
本
仏
教
代
表
団

九
月
下
旬
か
ら
十
月
初
旬
ま
で

費
用
　
三
十
七
万
円
程
度

訪
問
先
　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ロ
ン
ド

　
　
ン
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
、
パ
リ
、
ジ
ュ

　
　
ネ
ー
ブ
、
ミ
ラ
ノ
、
ぼ
ー
マ
等

　
　
　
各
地
で
キ
リ
ス
ト
教
指
導
者
と

　
　
会
見
し
、
平
和
問
題
に
つ
き
懇
談

　
　
し
幼
稚
園
、
保
育
園
等
も
視
察
す

　
　
る

締
切
　
七
月
末
日
興
に
国
際
局
へ
申
込

　
　
む
こ
と
。
ど
な
た
で
も
参
加
出
来

　
　
ま
す

一、

�
x
仏
跡
巡
拝
団

期
日
　
十
一
月
中
旬
か
ら
二
十
二
日
間

費
用
　
四
十
七
万
円

訪
問
先
　
バ
ン
コ
ッ
ク
、
カ
ル
カ
ッ
タ

　
　
ガ
ヤ
、
サ
ル
ナ
ー
ト
、
デ
リ
ー
、

　
　
ア
ヂ
ャ
ン
タ
、
香
港
等

締
切
　
九
月
末
日
迄
に
国
際
局
へ
申
込

　
　
む
こ
と
。
ど
な
た
で
も
参
加
出
来

　
　
ま
す
。

主
催
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
　
　
国
　
際
　
局

　
　
　
東
京
都
中
央
区
築
地
三
ノ
一

　　

@　

@
語
（
2
4
5
）
錘
㌶
翻

　
編
集
後
記

△
新
年
度
予
算
、
事
業
計
画
も
決
定
。

事
務
局
は
各
部
と
も
多
忙
な
日
々
。

△
ベ
ト
ナ
ム
の
戦
火
益
々
熾
烈
。
民
衆

　
の
願
い
は
た
だ
「
戦
争
終
熔
」
に
あ

　
る
。
日
本
仏
教
徒
と
し
て
何
ら
か
の

救
援
方
策
を
具
体
化
す
べ
く
、
国
際

局
は
苦
慮
。

ム
ハ
ワ
イ
花
ま
つ
り
は
昨
年
に
ひ
き
つ

づ
き
ホ
ノ
ル
ル
で
開
催
予
定
。

△
韓
国
へ
は
戦
後
初
の
各
宗
合
同
の
友

好
訪
問
団
を
派
遣
す
べ
く
準
備
中
。

各
位
の
御
参
加
を
切
望
。

一レr「声r－
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